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本論文では, 整数の世界では証明が困難な abc予想やフェルマーの最終定理, カタラン

予想といった定理を多項式環で考察することを目的としている. 本論文で扱う多項式の

ABC定理とは, 次のような定理である.

定理 1 (ABC定理). A,B,C ∈ F [t]を, すべてが定数ではなく, どの 2つも互いに素な多

項式で, さらにA+B = Cを満たすものとする. このとき

max(degA, degB, degC) < deg rad(ABC)

が成り立つ.

ここで, F はQ, R, Cのいずれかを表し, degAは多項式Aの次数, rad(A)はAの素因

子すべての積を表す.

本論文では, ABC定理を用いて, フェルマーの最終定理の多項式版定理をさらに強くし

た定理 4, およびカタラン予想の多項式版定理である定理 6を証明する.

定理 4. p, q, r ∈ Nが 1/p+ 1/q + 1/r ≤ 1を満たすとき,

Xp + Y q = Zr

を満たす多項式X,Y, Z ∈ F [t]で, すべてが定数でなくどの 2つも互いに素なものは存在

しない.

定理 6. m,n ∈ Z≥2に対し,

Xm − Y n = 1

を満たす定数でない多項式X,Y ∈ F [t]は存在しない.

さらに研究を進め, 定理 6に類似した次の定理を証明した.

定理 7. m,n ∈ Z≥2に対し,

Xm − Y n = t

を満たす定数でない多項式X,Y ∈ F [t]とm,nの組は, ∀a ∈ F に対して

X =
1

2
(at+ a−1), Y = ±1

2
(at− a−1), m = n = 2

のみである.
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